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論 文 内 容 の 要 旨
小麦が登熟期に雨に遭うと, 穂発芽しなくても晶質低下は免れない｡ 穂発芽の防止に関しては, 穂発芽
難の品種あるいは早熟性の品種の育成によって, ある程度の成果はあげられるが, 近年に至るまで西日本













第 9 章では, 遭雨時期の差異によって, 晶質低下の様相が異なることから, 遭両時期を3 期に区分し,
各期における晶質低下の機作を論じている｡
第10章は総括である｡




1. 長雨に遭うと, 粒の性状 ･製粉性 ･粉の性状が劣化するが, とくに粉の性状の劣化が著しい｡ すな
わちブラベンダ- 試験機でみた粉生地の粘弾性の低下はきわめて大きく, ファ1) ノグラムのバロメータ値
および軟質の弱化度を示す形状係数も大巾に低下し, アミログラムの示す最高粘度は% 以下となった｡
2.降雨時期により品質低下の様相は異なる｡ すなわち成熟期前1週間頃より早い時期の降雨では, 醍










以上のように, 本論文は小麦登熟期の遭雨による品質低下に開し, 注目すべき数多くの成果をあげ, 作
物学ならびに暖地小麦の栽培 ･育種の実際面に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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